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十
一
月
三
十
日

議
決
案
件
討
論

大

阪

維

新

の

会

平
成
二
十
八
年
の
人
事
院
勧

告
に
伴
う
市
職
員
の
給
料
等
の

支
給
率
引
き
上
げ
に
は
二
億
円

以
上
の
税
金
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
改
正
つ
い
て
は
市
の
状
況

を
踏
ま
え
て
決
定
す
べ
き
で
あ

り
、
本
市
の
厳
し
い
財
政
事
情

で
は
受
け
い
れ
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
人
事
院
勧
告
の
ベ
ー
ス
と

な
る
事
業
所
は
従
業
員
が
五
十

人
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
市
内

事
業
所
の
九
割
が
従
業
員
数
二

十
人
以
下
で
あ
る
本
市
の
状
況

と
は
違
う
。
倒
産
リ
ス
ク
の
低

い
市
職
員
と
本
市
の
民
間
労
働

者
の
方
を
比
べ
る
と
現
状
で
も

優
遇
さ
れ
て
お
り
、
市
職
員
の

不
祥
事
が
続
く
中
、
給
料
を
上

げ
る
こ
と
は
市
民
の
理
解
を
得

ら
れ
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら

職
員
給
与
条
例
及
び
東
大
阪
市

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
反
対
す
る
。

十
二
月
二
十
一
日

日

本

共

産

党

母
子
生
活
支
援
施
設
条
例
の

廃
止
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
形
で
市
立
施
設
を
残
す

べ
き
で
あ
り
反
対
。
一
般
会
計

補
正
予
算
第
六
回
の
う
ち
公
立

認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
は
、

石
切
保
育
所
と
孔
舎
衙
幼
稚
園

を
廃
園
し
新
た
に
認
定
こ
ど
も

園
を
整
備
す
る
委
託
料
で
あ
る

が
、
就
学
前
の
子
ど
も
の
実
態

や
ニ
ー
ズ
な
ど
を
分
析
、
検
討

も
せ
ず
進
め
て
お
り
反
対
。
ま

た
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
整
備
事
業

に
係
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
も

整
備
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め

市
民
生
活
優
先
の
予
算
配
分
に

す
べ
き
で
あ
り
反
対
。
上
小
阪

東
住
宅
建
て
替
え
事
業
に
関
す

る
事
業
契
約
締
結
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
で
の
建
て
替
え
に
反
対
。

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
整
備
工
事
に

関
す
る
請
負
契
約
締
結
は
、
入

札
事
務
に
不
可
解
な
点
が
多
く

反
対
。
そ
の
他
の
議
案
に
は
賛

成
し
、
今
議
会
の
請
願
は
採
択

す
る
立
場
か
ら
、
金
岡
保
育
所

の
廃
園
及
び
集
約
の
延
期
の
請

願
の
継
続
審
査
に
反
対
。

草

莽

の

会

一
般
会
計
補
正
予
算
第
六
回

の
う
ち
市
営
住
宅
整
備
事
業
予

算
に
つ
い
て
反
対
の
立
場
で
討

論
す
る
。
今
回
、
高
井
田
市
営

住
宅
売
却
の
調
査
費
用
と
し
て

百
六
十
万
円
を
計
上
し
て
い
る

が
、
売
却
決
定
に
至
る
ま
で
の

経
緯
が
非
常
に
ず
さ
ん
で
あ
る
。

市
有
地
に
つ
い
て
は
市
民
の
貴

重
な
財
産
で
あ
り
、
売
却
は
最

終
手
段
で
あ
る
。
土
地
の
活
用

は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
し
つ
く

し
た
上
で
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、

土
地
に
興
味
を
も
っ
た
九
社
の

意
見
だ
け
で
は
な
く
、
商
工
会

議
所
や
地
域
の
現
状
を
よ
く
知

る
不
動
産
業
の
方
な
ど
に
リ
サ

ー
チ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
今

後
、
本
市
の
財
源
が
枯
渇
し
て

い
く
と
言
わ
れ
る
中
で
我
々
世

代
が
子
や
孫
に
自
信
を
持
っ
て

引
き
継
げ
る
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
り
、
市
長
に
、
い
ま
一
度
再

考
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
提
案
説
明

◆
大
阪
維
新
の
会

政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
、
い

わ
ゆ
る
政
務
活
動
費
い
っ
た
ん

廃
止
、
ゼ
ロ
か
ら
の
見
直
し
を

提
案
す
る
。
ま
ず
、
ゼ
ロ
か
ら

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
透
明

性
を
高
め
る
た
め
政
務
活
動
費

に
関
す
る
す
べ
て
の
書
類
を
ネ

ッ
ト
公
開
し
、
さ
ら
に
後
払
い

制
を
導
入
し
、
疑
問
の
あ
る
政

務
活
動
費
の
按
分
割
合
の
計
算

方
法
な
ど
を
再
検
討
し
政
務
活

動
費
の
あ
り
方
を
見
直
す
。
政

務
活
動
費
は
必
要
で
あ
る
が
、

我
々
の
提
案
の
特
徴
は
、
政
務

活
動
費
を
ゼ
ロ
か
ら
見
直
す
期

間
、
政
務
活
動
費
の
交
付
を
廃

止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
過
去
の

不
適
切
な
支
出
を
反
省
し
、
見

直
す
期
間
は
政
務
活
動
費
な
し

で
政
務
活
動
を
行
い
、
気
合
と

覚
悟
を
市
民
の
方
に
見
て
い
た

だ
く
た
め
に
政
務
活
動
費
い
っ

た
ん
廃
止
、
ゼ
ロ
か
ら
の
見
直

し
を
提
案
す
る
。

政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

討
論

◆
日
本
共
産
党

平
成
二
十
七
年
十
二
月
議
会

で
は
廃
止
条
例
、
三
月
と
六
月

議
会
に
は
停
止
条
例
、
九
月
議

会
と
今
回
は
廃
止
条
例
と
そ
の

都
度
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
三

月
議
会
で
は
、
議
員
の
質
問
に

対
し
、
廃
止
が
目
的
で
公
約
で

あ
る
と
明
確
に
答
弁
し
た
が
、

そ
の
後
い
っ
た
ん
廃
止
し
再
開

す
る
こ
と
も
否
定
し
な
い
な
ど

の
答
弁
を
繰
り
返
し
混
乱
さ
せ

た
。
ま
た
、
六
月
議
会
で
の
我

が
党
か
ら
の
質
問
、
二
元
代
表

制
に
対
す
る
大
阪
維
新
の
会
の

考
え
方
は
い
ま
だ
に
回
答
が
示

さ
れ
て
い
な
い
。
今
必
要
な
事

は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
運
用
に
関

し
て
、
市
民
的
に
、
社
会
的
に

妥
当
で
あ
る
か
議
論
し
質
の
高

い
運
用
へ
の
改
善
や
透
明
性
な

ど
を
高
め
る
協
議
を
行
う
べ
き

で
あ
り
、
安
易
に
廃
止
す
る
条

例
を
出
す
こ
と
は
議
会
制
民
主

主
義
と
憲
法
の
原
理
に
反
す
る

こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

請請

願願

次
の
請
願
は
、
所
管
の
常
任

委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

◆
採
択
と
な
っ
た
請
願

▼
小
学
校
普
通
教
室
へ
の
空
調

設
備
の
整
備
に
関
す
る
請
願

◆
不
採
択
と
な
っ
た
請
願

▼
よ
り
よ
い
子
育
て
環
境
の
実

現
を
求
め
る
請
願
（
継
続
審

査
事
件
）

▼
公
立
の
就
学
前
教
育
・
保
育

施
設
再
編
整
備
計
画
の
撤
回

を
求
め
る
請
願
（
継
続
審
査

事
件
）

▼
全
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制

度
移
行
及
び
新
東
部
地
域
図

書
館
と
新
永
和
図
書
館
建
設

計
画
の
再
検
討
を
求
め
る
請

願
（
継
続
審
査
事
件
）

◆
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ

た
請
願

▼
金
岡
保
育
所
の
廃
園
及
び
集

約
の
延
期
を
求
め
る
請
願（
継

続
審
査
事
件
）

今定例会で可決された補正予算の主な事業

◎平成２８年度一般会計補正予算（第５回）

○給与改定実施に伴う人件費 ２億１，１６９万円
一般職員分

○特別会計繰出金 ７９６万４千円
国民健康保険事業特別会計 ３９７万７千円

後期高齢者医療特別会計 １０１万３千円

介護保険事業特別会計 ２９７万４千円

◎平成２８年度一般会計補正予算（第６回）

○花園ラグビー場整備事業 ３５億９３０万円
花園ラグビー場改修工事費等（債務負担行為 △３５億９３０万円）

○市民美術センター整備事業 ５，９００万円
空調改修工事費 ★債務負担行為（期間：平成２９年度まで）

○老人福祉施設等整備費補助事業 ７６４万３千円
高齢者施設の防犯対策に要する費用に対する補助

○公立認定こども園等整備事業 ３，４７０万円
（仮称）孔舎衙幼保連携型認定こども園整備にかかる設計等

委託料 ★債務負担行為 （期間：平成２９年度まで）

○市営住宅整備事業 １６０万円
高井田２住宅跡地売却にかかる土地鑑定手数料

（２）第１９４号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成２９年２月１５日


